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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　折丁となる印刷シートにおける面付け情報を生成する面付け情報生成装置であって、
　大きさが不定であり、矩形のページの縦横の長さ、および、長手方向の向きを含むペー
ジのサイズが不定である印刷シートを示す画像の前記印刷シートにおける折り位置および
折り方向を順を追って示す情報を、前記印刷シートの折り方として示す折りテンプレート
情報を記憶する記憶部と、
　製本物のページのサイズ、並びに、折丁における天袋または地袋の選択、および、綴じ
方向の選択を含む選択情報の入力を受け付ける入力受付部と、
　前記折りテンプレート情報に含まれる前記印刷シートの折り方と、前記選択情報に含ま
れる前記製本物のページのサイズ、並びに、前記折丁における天袋または地袋の選択、お
よび、前記綴じ方向の選択と、の組合せに従って、印刷シートにおける前記製本物の各ペ
ージに対応する領域の位置、および、前記各ページの向きを示す面付け情報を生成する面
付け情報生成部と、
を備え、
　前記入力受付部において１つの折りテンプレート情報を選択する所定の入力を受け付け
ることにより、前記折りテンプレート情報が前記面付け情報生成部に出力されることを特
徴とする面付け情報生成装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の面付け情報生成装置であって、
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　前記選択情報が、平綴じ、または、中綴じの選択を含むことを特徴とする面付け情報生
成装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の面付け情報生成装置であって、
　前記折りテンプレート情報が、印刷後かつ折り処理前における印刷シートの切断位置、
および、切断後の複数のシートの重ね位置、または、印刷後に重ねられて折り処理される
印刷シートの枚数を含むことを特徴とする面付け情報生成装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれかに記載の面付け情報生成装置であって、
　前記折り方として印刷シートにおける折り位置および折り方向、または、回転を指示す
る操作者の入力に基づいて、前記折りテンプレート情報を生成するテンプレート生成部と
、
　生成途上の折りテンプレート情報が示す前記折り方として、前記印刷シートにおける折
り位置および折り方向、並びに、回転を表示する表示部と、
をさらに備えることを特徴とする面付け情報生成装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかに記載の面付け情報生成装置であって、
　前記折りテンプレート情報および前記選択情報に基づいて、折り処理の対象物における
折り位置座標、および、折り方向を順に示す折り情報を生成する折り情報生成部をさらに
備えることを特徴とする面付け情報生成装置。
【請求項６】
　折丁となる印刷シートにおける面付け情報をコンピュータに生成させるプログラムであ
って、前記プログラムを前記コンピュータのＣＰＵがメモリにおいて実行することにより
、前記コンピュータに、
　ａ）製本物のページのサイズ、並びに、折丁における天袋または地袋の選択、および、
綴じ方向の選択を含む選択情報の入力、および、所定の入力を受け付ける工程と、
　ｂ）大きさが不定であり、矩形のページの縦横の長さ、および、長手方向の向きを含む
ページのサイズが不定である印刷シートを示す画像の前記印刷シートにおける折り位置お
よび折り方向を順を追って示す情報を、前記印刷シートの折り方として示す折りテンプレ
ート情報が予め準備されており、前記所定の入力により選択された前記折りテンプレート
情報に含まれる前記印刷シートの折り方と、前記選択情報に含まれる前記製本物のページ
のサイズ、並びに、前記折丁における天袋または地袋の選択、および、前記綴じ方向の選
択と、の組合せに従って、印刷シートにおける前記製本物の各ページに対応する領域の位
置、および、前記各ページの向きを示す面付け情報を生成する工程と、
を実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項７】
　請求項６に記載のプログラムであって、
　前記選択情報が、平綴じ、または、中綴じの選択を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項８】
　請求項６または７に記載のプログラムであって、
　前記折りテンプレート情報が、印刷後かつ折り処理前における印刷シートの切断位置、
および、切断後の複数のシートの重ね位置、または、印刷後に重ねられて折り処理される
印刷シートの枚数を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項９】
　請求項６ないし８のいずれかに記載のプログラムであって、前記プログラムのコンピュ
ータによる実行は、前記コンピュータに、
　ｃ）前記折り方として印刷シートにおける折り位置および折り方向、または、回転を指
示する操作者の入力に基づいて、前記折りテンプレート情報を生成する工程と、
　ｄ）生成途上の折りテンプレート情報が示す前記折り方として、前記印刷シートにおけ
る折り位置および折り方向、並びに、回転を表示部に表示させる工程と、
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をさらに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１０】
　請求項６ないし９のいずれかに記載のプログラムであって、前記プログラムのコンピュ
ータによる実行は、前記コンピュータに、
　ｅ）前記折りテンプレート情報および前記選択情報に基づいて、折り処理の対象物にお
ける折り位置座標、および、折り方向を順に示す折り情報を生成する工程をさらに実行さ
せることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、折丁となる印刷シートにおける面付け情報を生成する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、製本処理を行う際に、１枚の印刷シートの各面に複数のページを多面付けし
て印刷することが行われている。印刷済みの印刷シートは、折り機にて折り処理が施され
て折丁が作成され、複数の折丁は重ねられた後に綴じられ、さらに、裁断が行われて製本
物が作製される。
【０００３】
　なお、特許文献１では、ユーザによる紙折り方法の指示を取得し、紙折り方法の指示に
応じたテンプレート画像に印刷データ画像を合成したプレビュー画像を生成し、当該プレ
ビュー画像を表示することにより、紙折り実施後の印刷物の表面に、印刷データのどの部
分が出現するのかを、ユーザが印刷実行前に確認することを可能とする手法が開示されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－３０２５１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、折丁となる印刷シートに対して印刷を行う際には、製本物の各ページに対応
する印刷シート中の領域の位置、および、印刷シート中の当該ページの向きを示す面付け
情報が必要となる。面付け情報は、製本物のページのサイズ、折丁の作成時の印刷シート
の折り方、折丁における天袋または地袋の袋方向、および、右綴じまたは左綴じの綴じ方
向等の組合せに応じて作成されるが、これらの全ての条件を考慮して面付け情報を作成す
ることは容易ではない。
【０００６】
　製本物のページのサイズ、印刷シートの折り方、折丁における袋方向および綴じ方向等
の複数通りの組合せに対応する複数の面付け情報を予め作成し、作業時にこれらの面付け
情報から実際の製本処理に対応する１つの面付け情報を選択することも考えられるが、こ
れらの組合せ数は多数にのぼるため、多数の面付け情報の作成および管理が煩雑になると
ともに、多数の面付け情報から実際の製本処理に対応する１つの面付け情報を選択する際
に、選択ミスが生じる虞がある。また、必要な時に必要な面付け情報のみを作成する場合
には、面付け情報を作成した後に、折丁における綴じ方向等の条件が変更されると、面付
け情報を作成する煩雑な作業を再度行う必要があり、当該条件の変更に迅速に対応するこ
とが困難となる。したがって、面付け情報の生成を容易に行うことが可能な新規な手法が
求められている。
【０００７】
　本発明は上記課題に鑑みなされたものであり、面付け情報の生成を容易に行うことを目
的としている。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の発明は、折丁となる印刷シートにおける面付け情報を生成する面付け
情報生成装置であって、大きさが不定であり、矩形のページの縦横の長さ、および、長手
方向の向きを含むページのサイズが不定である印刷シートを示す画像の前記印刷シートに
おける折り位置および折り方向を順を追って示す情報を、前記印刷シートの折り方として
示す折りテンプレート情報を記憶する記憶部と、製本物のページのサイズ、並びに、折丁
における天袋または地袋の選択、および、綴じ方向の選択を含む選択情報の入力を受け付
ける入力受付部と、前記折りテンプレート情報に含まれる前記印刷シートの折り方と、前
記選択情報に含まれる前記製本物のページのサイズ、並びに、前記折丁における天袋また
は地袋の選択、および、前記綴じ方向の選択と、の組合せに従って、印刷シートにおける
前記製本物の各ページに対応する領域の位置、および、前記各ページの向きを示す面付け
情報を生成する面付け情報生成部とを備え、前記入力受付部において１つの折りテンプレ
ート情報を選択する所定の入力を受け付けることにより、前記折りテンプレート情報が前
記面付け情報生成部に出力される。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の面付け情報生成装置であって、前記選択情
報が、平綴じ、または、中綴じの選択を含む。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の面付け情報生成装置であって、前
記折りテンプレート情報が、印刷後かつ折り処理前における印刷シートの切断位置、およ
び、切断後の複数のシートの重ね位置、または、印刷後に重ねられて折り処理される印刷
シートの枚数を含む。
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、請求項１ないし３のいずれかに記載の面付け情報生成装置で
あって、前記折り方として印刷シートにおける折り位置および折り方向、または、回転を
指示する操作者の入力に基づいて、前記折りテンプレート情報を生成するテンプレート生
成部と、生成途上の折りテンプレート情報が示す前記折り方として、前記印刷シートにお
ける折り位置および折り方向、並びに、回転を表示する表示部とをさらに備える。
【００１２】
　請求項５に記載の発明は、請求項１ないし４のいずれかに記載の面付け情報生成装置で
あって、前記折りテンプレート情報および前記選択情報に基づいて、折り処理の対象物に
おける折り位置座標、および、折り方向を順に示す折り情報を生成する折り情報生成部を
さらに備える。
【００１３】
　請求項６に記載の発明は、折丁となる印刷シートにおける面付け情報をコンピュータに
生成させるプログラムであって、前記プログラムを前記コンピュータのＣＰＵがメモリに
おいて実行することにより、前記コンピュータに、ａ）製本物のページのサイズ、並びに
、折丁における天袋または地袋の選択、および、綴じ方向の選択を含む選択情報の入力、
および、所定の入力を受け付ける工程と、ｂ）大きさが不定であり、矩形のページの縦横
の長さ、および、長手方向の向きを含むページのサイズが不定である印刷シートを示す画
像の前記印刷シートにおける折り位置および折り方向を順を追って示す情報を、前記印刷
シートの折り方として示す折りテンプレート情報が予め準備されており、前記所定の入力
により選択された前記折りテンプレート情報に含まれる前記印刷シートの折り方と、前記
選択情報に含まれる前記製本物のページのサイズ、並びに、前記折丁における天袋または
地袋の選択、および、前記綴じ方向の選択と、の組合せに従って、印刷シートにおける前
記製本物の各ページに対応する領域の位置、および、前記各ページの向きを示す面付け情
報を生成する工程とを実行させる。
【００１４】
　請求項７に記載の発明は、請求項６に記載のプログラムであって、前記選択情報が、平
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綴じ、または、中綴じの選択を含む。
【００１５】
　請求項８に記載の発明は、請求項６または７に記載のプログラムであって、前記折りテ
ンプレート情報が、印刷後かつ折り処理前における印刷シートの切断位置、および、切断
後の複数のシートの重ね位置、または、印刷後に重ねられて折り処理される印刷シートの
枚数を含む。
【００１６】
　請求項９に記載の発明は、請求項６ないし８のいずれかに記載のプログラムであって、
前記プログラムのコンピュータによる実行は、前記コンピュータに、ｃ）前記折り方とし
て印刷シートにおける折り位置および折り方向、または、回転を指示する操作者の入力に
基づいて、前記折りテンプレート情報を生成する工程と、ｄ）生成途上の折りテンプレー
ト情報が示す前記折り方として、前記印刷シートにおける折り位置および折り方向、並び
に、回転を表示部に表示させる工程とをさらに実行させる。
【００１７】
　請求項１０に記載の発明は、請求項６ないし９のいずれかに記載のプログラムであって
、前記プログラムのコンピュータによる実行は、前記コンピュータに、ｅ）前記折りテン
プレート情報および前記選択情報に基づいて、折り処理の対象物における折り位置座標、
および、折り方向を順に示す折り情報を生成する工程をさらに実行させる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、折りテンプレート情報を予め準備することにより、面付け情報の生成
を容易に行うことができる。
【００１９】
　請求項２および７の発明では、平綴じ、または、中綴じの相違も考慮した面付け情報の
生成を行うことができ、請求項３および８の発明では、複数のシートを重ねて折り処理が
行われる場合における面付け情報の生成を容易に行うことができる。
【００２０】
　請求項４および９の発明では、表示部に表示される折り方を参照することにより、折り
テンプレート情報を簡単に生成することができ、請求項５および１０の発明では、外部の
折り機における折り処理に関する設定を容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】製本システムの構成を示すブロック図である。
【図２】コンピュータの構成を示す図である。
【図３】コンピュータが実現する機能構成を示すブロック図である。
【図４】折りテンプレート情報を生成する処理の流れを示す図である。
【図５】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図６】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図７】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図８】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図９】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図１０】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図１１】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図１２】面付け情報を生成する処理の流れを示す図である。
【図１３】面付け情報の内容を示す図である。
【図１４】面付け情報の内容を示す図である。
【図１５】折り情報を生成する処理の流れを示す図である。
【図１６．Ａ】面付け情報の内容を示す図である。
【図１６．Ｂ】面付け情報の内容を示す図である。
【図１７】面付け情報の内容を示す図である。
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【図１８】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図１９】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図２０】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図２１】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図２２】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図２３】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【図２４】折りテンプレート情報の生成にて表示されるウィンドウを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１は製本物を作成する製本システム１の構成を示すブロック図である。図１の製本シ
ステム１は、印刷用紙等の印刷シートに印刷を行う印刷機１２、印刷済みの印刷シートに
対して折り処理を施して折丁を作成する折り機１３、複数の折丁を所定の順序にて重ねる
丁合機１４、複数の折丁を綴じる綴じ機１５、綴じられた折丁に対して三方裁ちを行う断
裁機１６、並びに、印刷機１２、折り機１３、丁合機１４、綴じ機１５および断裁機１６
に接続されるサーバ１１を備え、サーバ１１にはコンピュータ１０が接続される。
【００２３】
　図２はコンピュータ１０の構成を示す図である。コンピュータ１０は、図２に示すよう
に、各種演算処理を行うＣＰＵ１０１、基本プログラムを記憶するＲＯＭ１０２および各
種情報を記憶するＲＡＭ１０３をバスラインに接続した一般的なコンピュータシステムの
構成となっている。バスラインにはさらに、情報記憶を行う固定ディスク１０５、各種情
報の表示を行うディスプレイ１０６、操作者からの入力を受け付けるキーボード１０７ａ
およびマウス１０７ｂ（以下、「入力部１０７」と総称する。）、光ディスク、磁気ディ
スク、光磁気ディスク等のコンピュータ読み取り可能な記録媒体９１から情報の読み取り
を行ったり記録媒体９１に情報の書き込みを行う読取／書込装置１０８、並びに、サーバ
１１と通信を行う通信部１０９が、適宜、インターフェイス（Ｉ／Ｆ）を介する等して接
続される。
【００２４】
　コンピュータ１０には、事前に読取／書込装置１０８を介して記録媒体９１からプログ
ラム９２が読み出され、固定ディスク１０５に記憶される。そして、プログラム９２がＲ
ＡＭ１０３にコピーされるとともにＣＰＵ１０１がＲＡＭ１０３内のプログラムに従って
演算処理を実行することにより（すなわち、コンピュータがプログラムを実行することに
より）、コンピュータ１０が、印刷機１２にて用いられる後述の面付け情報を生成する面
付け情報生成装置としての処理を行う。
【００２５】
　図３は、コンピュータ１０が実現する機能構成を示すブロック図である。図３のテンプ
レート生成部２１は印刷シートの折り方を示す折りテンプレート情報３１を生成し、面付
け情報生成部２２は、製本物の各ページに対応する印刷シート中の領域の位置、および、
印刷シート中の当該ページの向きを示す面付け情報３２（後述の図１３参照）を生成し、
折り情報生成部２３は折り機１３および断裁機１６における折り処理および断裁処理にて
用いられる情報を生成する。記憶部２４は、折りテンプレート情報３１および面付け情報
３２を記憶する。また、入力受付部２５では、入力部１０７あるいは通信部１０９を介し
て行われる各種入力が受け付けられ、表示部であるディスプレイ１０６では、テンプレー
ト生成部２１等による表示制御により各種情報が表示される。製本システム１では、これ
らの機能が面付け情報生成装置２としてコンピュータ１０により実現される機能となって
いる。なお、テンプレート生成部２１、面付け情報生成部２２、折り情報生成部２３およ
び入力受付部２５の機能は専用の電気的回路により実現されてもよく、部分的に専用の電
気的回路が用いられてもよい。
【００２６】
　図４は、折りテンプレート情報３１を生成する処理の流れを示す図である。図４の折り
テンプレート情報生成処理は、後述の面付け情報３２を生成する処理の事前準備として行
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われるものである。
【００２７】
　折りテンプレート情報３１を生成する際には、まず、プログラム９２が起動した状態に
おいて、操作者が入力部１０７を介して折りテンプレート情報３１の生成を指示する入力
を行うことにより、ディスプレイ１０６上に図５に示すテンプレート生成作業のウィンド
ウ４が表示される（ステップＳ１１）。続いて、図５のウィンドウ４の左下のシート枚数
設定部４１および配列数設定部４２において、操作者により所望の入力が行われ、当該入
力が入力受付部２５にて受け付けられる（ステップＳ１２）。例えば、シート枚数設定部
４１に「１」が入力され、配列数設定部４２に「４列２行」が入力されると、テンプレー
ト生成部２１によりウィンドウ４の右側の折り方表示部４３に印刷シートを示す画像４３
１が表示される。画像４３１では、１枚の印刷シートを４列２行に等分割する分割線が表
されている。なお、シート枚数設定部４１における印刷シートの枚数は、折り機１３が１
回の折り処理の対象とする印刷シートの枚数を示している。
【００２８】
　本処理例では、折り機１３にて１枚の印刷シートを折り処理の対象とするとともに（ス
テップＳ１３）、印刷後かつ折り処理前に印刷シートの切断も行わないため（ステップＳ
１４）、印刷シートの枚数および配列数が設定されると、操作者によりウィンドウ４の左
上の設定作業変更部４４にて「折り方設定」が選択される。これにより、図６に示すよう
に、ウィンドウ４の左下に、シート枚数設定部４１および配列数設定部４２に代えて折り
方設定部４５が表示される。なお、複数の印刷シートを折り処理の対象とする場合、およ
び、印刷シートの切断を行う場合については後述する。
【００２９】
　折り方設定部４５では印刷シートを示す画像４５１が表示され、画像４５１では、折り
方表示部４３における画像４３１と同様に、印刷シートを４列に等分割する３本の縦分割
線４５１ａ、および、印刷シートを２行に等分割する１本の横分割線４５１ｂが表されて
いる。続いて、折り方設定部４５において折り位置および折り方向（すなわち、山折りま
たは谷折り）を指示する入力が行われる（ステップＳ１５）。具体的には、３本の縦分割
線４５１ａのうち中央の縦分割線４５１ａが折り位置として選択されるとともに、折り方
向として谷折りが選択されることにより、図７中の折り方表示部４３に示すように、画像
４３１に示す印刷シートを中央の縦分割線４５１ａ（図６の折り方設定部４５参照）にて
谷折りした状態の印刷シートを示す画像４３２が表示される。
【００３０】
　図７の折り方設定部４５では、折り方表示部４３の最新の画像４３２に対応する状態の
印刷シートを示す画像４５２が表示されており（後述の図８ないし図１１の折り方設定部
４５において同様）、ここでは、印刷シートが半分に折られた状態となっているため、印
刷シートを２列に等分割する１本の縦分割線４５２ａ、および、印刷シートを２行に等分
割する１本の横分割線４５２ｂが表されている。
【００３１】
　続いて、折り方設定部４５にて印刷シートを主面に垂直な軸（すなわち、分割線４５２
ａ，４５２ｂに垂直な軸）を中心として時計回りに９０度だけ回転することを指示する入
力が行われ、図８に示すように、画像４３２に示す印刷シートを時計回りに９０度だけ回
転した状態の印刷シートを示す画像４３３が折り方表示部４３に表示される（ステップＳ
１６，Ｓ１５）。その後、図８の折り方設定部４５において、回転後の印刷シートを示す
画像４５３中の縦分割線４５３ａが折り位置として選択されるとともに、折り方向として
谷折りが選択されることにより、図９中の折り方表示部４３に示すように、画像４３３に
示す印刷シートを当該縦分割線４５３ａ（図８中の折り方設定部４５参照）にて谷折りし
た状態の印刷シートを示す画像４３４が表示される（ステップＳ１６，Ｓ１５）。
【００３２】
　操作者により印刷シートを主面に垂直な軸を中心として時計回りに９０度だけ回転する
ことを指示する入力が行われると、図１０中の折り方表示部４３に示すように、画像４３



(8) JP 5606712 B2 2014.10.15

10

20

30

40

50

４に示す印刷シートを時計回りに９０度だけ回転した状態の印刷シートを示す画像４３５
が表示される（ステップＳ１６，Ｓ１５）。図１０の折り方設定部４５における画像４５
５では、印刷シートを２列に等分割する１本の縦分割線４５５ａのみが表されており、縦
分割線４５５ａが折り位置として選択されるとともに、折り方向として谷折りが選択され
ることにより、図１１中の折り方表示部４３に示すように、画像４３５に示す印刷シート
を当該縦分割線４５５ａにて谷折りした状態の印刷シートを示す画像４３６が表示される
（ステップＳ１６，Ｓ１５）。
【００３３】
　以上のようにして、折り位置および折り方向、または、回転の入力が繰り返されて、折
り方設定部４５にて画像４５６に示される印刷シートが、図６の画像４５１における３本
の縦分割線４５１ａおよび１本の横分割線４５１ｂにより分割される１つの矩形に対応す
る大きさとなると、ステップＳ１５の処理の繰り返しが終了される（ステップＳ１６）。
上記ステップＳ１５の処理の繰り返しは、印刷シートの折り位置（大きさが不定の印刷シ
ートにおける折り位置）および折り方向を順を追って示す情報、すなわち、印刷シートの
折り方を示す情報の教示処理となっており、当該情報は折りテンプレート情報３１として
記憶部２４に保存され、折りテンプレート情報生成処理が終了する（ステップＳ１７）。
実際には、図４のステップＳ１２，Ｓ１８～Ｓ２０のいずれかの工程、または、繰り返し
行われるステップＳ１５のいずれかの工程へと戻って、印刷シートの折り方（すなわち、
折りテンプレート情報３１）を修正することも可能となっている。
【００３４】
　図１２は、面付け情報３２を生成する処理の流れを示す図である。面付け情報３２を生
成する際には、操作者が入力部１０７を介して面付け情報３２の生成を指示する入力を行
うことにより、ディスプレイ１０６上に面付け情報生成作業のウィンドウが表示される（
ステップＳ３１）。続いて、操作者が所定の入力を行うことにより、１つの折りテンプレ
ート情報３１が選択される（ステップＳ３２）。ここでは、図４の処理を繰り返すことに
より、印刷シートの様々な折り方を示す複数の折りテンプレート情報３１が生成されて記
憶部２４にて記憶されており（図３では、１つの折りテンプレート情報３１のみを図示し
ている。）、当該入力により操作者が所望する印刷シートの折り方を示す折りテンプレー
ト情報３１が特定されて、面付け情報生成部２２に出力される。
【００３５】
　折りテンプレート情報３１が選択されると、操作者により、製本物のページのサイズお
よびページ数の入力、折丁における袋方向および綴じ方向の選択、並びに、綴じ処理にお
ける綴じの方法の選択が行われ、選択情報として入力受付部２５にて受け付けられる（ス
テップＳ３３）。本実施の形態では、製本物のページのサイズは、矩形のページの縦横の
長さ、および、長手方向の向きを含み、折丁における袋方向の選択は、天袋または地袋の
いずれかを特定するものとなっている。また、折丁における綴じ方向の選択は、右綴じ、
左綴じ、または、上綴じのいずれかを特定するものとなっており、綴じ処理における綴じ
の方法（丁合い処理における丁合いの方法と捉えることもできる。）の選択は、平綴じ、
または、中綴じのいずれかを特定するものとなっている。
【００３６】
　面付け情報生成部２２では、折りテンプレート情報３１および選択情報に含まれる印刷
シートの折り方、ページのサイズ、ページ数、折丁の袋方向および綴じ方向、並びに、綴
じ処理における綴じの方法の組合せに従って、印刷シートにおける製本物の各ページに対
応する領域の位置、および、当該ページの向きを示す面付け情報３２（面付けレイアウト
とも呼ばれる。）が生成される（ステップＳ３４）。
【００３７】
　図１３は、印刷シートにおける製本物の各ページに対応する領域の位置、および、当該
ページの向き（すなわち、面付け情報３２の内容）を示す図である。図１３の左側の列は
印刷シートの表側の面におけるページの割り当てを示し、右側の列は印刷シートの裏側の
面におけるページの割り当てを示し、最上段から下方に向かって１ないし４番の印刷シー
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トの表側の面および裏側の面におけるページの割り当てを示している。図１３の面付け情
報３２は、折り処理が行われる際の印刷シートの枚数を１、配列数を２列２行とする所定
の折りテンプレート情報３１に基づくものであり、ページのサイズはＡ４かつ縦向き、ペ
ージ数は３２、折丁の袋方向は天袋、折丁の綴じ方向は左綴じ、綴じ処理における綴じの
方法は平綴じとなっている。実際には、印刷シート上のページの領域間の余白（断裁機１
６における裁断幅に関係する。）、あるいは、印刷機１２にて刷版を用いて印刷を行う場
合の外縁の余白等も予め設定されており（または、選択情報と共に設定され）、面付け情
報３２は印刷シートの大きさも含む情報となるとともに、当該印刷シートにおいて、製本
物の各ページに対応する領域の範囲の座標を示すものとなる。
【００３８】
　１枚の印刷シートの両面におけるページの割り当てを示す図１４中にて符号Ａ１を付す
矢印にて示すように、印刷シートにおける各ページの向きも面付け情報３２に含まれてい
る（後述の図１６．Ａおよび図１６．Ｂにおいて同様）。面付け情報生成部２２にて生成
された面付け情報３２は、操作者が指定するファイルネームにて記憶部２４に保存され、
さらに、図１のサーバ１１へと出力されてサーバ１１の記憶部にも記憶される（ステップ
Ｓ３５）。
【００３９】
　製本時には、製本物の各ページに対応する印刷シートの番号、当該印刷シートにおける
当該ページの位置および向きが、面付け情報３２に基づいて特定され、印刷機１２におい
て製本物の各ページの画像データが、特定された印刷シートにおける位置および向きにて
印刷される。実際の印刷機１２では、面付け情報３２が示す印刷シートの各面に対応する
刷版が作製され、当該刷版を用いて印刷シートに対する印刷が行われるため、面付け情報
生成装置２および印刷機１２により製版システムが構築されていると捉えることができる
。なお、印刷機１２では、刷版を用いない無版印刷（例えば、インクジェット方式の印刷
）が行われてもよい。
【００４０】
　次に、折り情報を生成する処理の流れを図１５を参照して説明する。ここで、折り情報
は、印刷済みの印刷シートに対して折り機１３にて折り処理を施す際に利用される情報で
あり、後述するように、図１５の処理では、断裁機１６における断裁処理にて利用される
情報も生成される。
【００４１】
　折り情報を生成する際には、まず、操作者により折り情報の生成を指示する入力が入力
部１０７を介して行われ、当該入力が入力受付部２５にて受け付けられる（ステップＳ４
１）。図３の折り情報生成部２３では、折りテンプレート情報３１および選択情報に基づ
いて、折り処理の対象物である印刷シート（印刷済みの印刷シート）における折り位置座
標、および、折り方向を順に示す折り情報が生成される（ステップＳ４２）。このとき、
折りテンプレート情報３１では、大きさが不定の印刷シートにおける折り位置が、その折
り方向とともに特定されているのみであるため、選択情報に含まれるページのサイズ等に
基づいて、実際に折り処理が行われる印刷シートに対する折り位置の座標（例えば、矩形
の印刷シート（折り処理が進められて元の大きさよりも小さくなった状態のものを含む。
）の左下の頂点に対する絶対位置）が、その折り方向とともに折り情報にて特定される。
本実施の形態では、折り情報は、印刷シートにおける折り位置座標、および、折り方向、
並びに、回転を順に示す情報となっている。
【００４２】
　折り情報生成部２３では、さらに、折り処理後の折丁（実際には、複数の折丁を重ねて
綴じたもの）において断裁すべき位置の座標の情報（以下、「断裁情報」という。）も折
りテンプレート情報３１および選択情報に基づいて生成される。折り情報および断裁情報
はサーバ１１へと出力され、操作者が指定するファイルネームにてサーバ１１の記憶部（
および面付け情報生成装置２の記憶部２４）に保存される（ステップＳ４３）。
【００４３】
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　製本時には、折り機１３にて印刷済みの印刷シートに対して折り情報に基づいて折り処
理が施されて折丁が作成され、丁合機１４にて複数の折丁が所定の順序にて重ねられる。
そして、綴じ機１５にて複数の折丁が綴じられた後、断裁機１６にて断裁情報に基づいて
三方裁ちが行われ、製本物が作成される。なお、折り機１３および断裁機１６における各
処理の設定では、折り情報または断裁情報に加えて装置固有の補正値等が必要に応じて反
映される。折り情報および断裁情報は装置のプリセット情報と捉えることができる。
【００４４】
　面付け情報生成装置２では、図１３の面付け情報３２を生成した後、仮に、綴じ機１５
が変更されて折丁における綴じ方向が、左綴じから右綴じに変更される場合であっても、
図１２のステップＳ３３に戻って選択情報に含まれる綴じ方向を右綴じとするのみで、図
１６．Ａに示すように、ページの割り当てを示す面付け情報３２が容易に取得（または、
変更）され、折り情報および断裁情報も、図１５の処理により必要に応じて再生成可能と
される。また、綴じ方向は左綴じのままで、袋方向を地袋に変更する場合であっても、ス
テップＳ３３に戻って袋方向を修正するのみで、図１６．Ｂに示すように、面付け情報３
２が取得される。さらに、図１３の面付け情報３２を生成した後に、綴じ機１５（または
丁合機１４）が変更されて綴じ処理における綴じの方法が、平綴じから中綴じに変更され
る場合であっても、図１２のステップＳ３３に戻って選択情報に含まれる綴じの方法を中
綴じとするのみで、図１７に示すように、ページの割り当てを示す面付け情報３２が取得
される。このように、面付け情報生成装置２では、１つの折りテンプレート情報３１を他
の様々な条件に対応させて面付け情報３２を生成することが可能となっている。
【００４５】
　ここで、比較例の処理として、製本物のページのサイズ、印刷シートの折り方、折丁に
おける袋方向および綴じ方向等の複数通りの組合せに対応する複数の面付け情報（折りカ
タログとも呼ばれる。）を予め作成し、作業時にこれらの面付け情報から実際の製本処理
に対応する１つの面付け情報を選択する場合、これらの組合せ数は多数にのぼるため、多
数の面付け情報の作成および管理が煩雑になるとともに、多数の面付け情報から実際の製
本処理に対応する１つの面付け情報を選択する際に、選択ミスが生じる虞がある。必要な
時に必要な面付け情報のみを作成する他の比較例の処理では、折丁における綴じ方向や、
綴じ処理における綴じの方法等の条件が変更されると、最初から面付け情報を作成し直す
必要がある。
【００４６】
　これに対し、面付け情報生成装置２では、印刷シートの折り方を示す折りテンプレート
情報３１が予め準備され、面付け情報３２の生成時に、製本物のページのサイズおよびペ
ージ数、折丁における天袋または地袋の選択、および、綴じ方向の選択、並びに、綴じ処
理における綴じの方法の選択を含む選択情報の入力が受け付けられる。そして、折りテン
プレート情報３１および選択情報に基づいて、折丁となる印刷シートにおける面付け情報
３２が生成される。このように、折りテンプレート情報３１を予め準備して、複雑な折り
テンプレート情報３１と、他の条件を示す選択情報との設定フェーズを分けることにより
、選択情報に含まれる条件の数（選択すべき項目の数）を少なくして、面付け情報３２の
生成を容易に行うことができる。また、本手法では、多数の面付け情報を予め作成および
管理することも不要となり、上記の比較例のように面付け情報の選択ミスが発生すること
もない。さらに、折丁における綴じ方向や、綴じ処理における綴じの方法等の折り方以外
の各種条件を変更する場合でも、折りテンプレート情報３１を変更することなく選択情報
を変更するのみで、面付け情報３２を容易に取得（再生成）することができ、当該条件の
変更に迅速に対応することが可能となる。
【００４７】
　テンプレート生成部２１では、折り方を指示する操作者の入力に基づいて折りテンプレ
ート情報３１を生成する処理において、当該処理に並行して生成途上の折りテンプレート
情報が示す折り方がディスプレイ１０６にて表示される。これにより、操作者がディスプ
レイ１０６に表示される折り方を参照して折りテンプレート情報３１を簡単に生成するこ
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とができる。さらに、印刷済みの印刷シートにおける折り位置座標、および、折り方向を
順に示す折り情報が、折りテンプレート情報３１および選択情報に基づいて生成されるこ
とにより、外部の折り機１３における折り処理に関する設定を容易に、かつ、短時間にて
行うことができる。
【００４８】
　次に、複数の印刷シートを折り処理の対象とする場合における折りテンプレート情報３
１の生成処理について述べる。例えば、２枚の印刷シートを重ねたものを折り処理の対象
とする場合には、図４のステップＳ１２の処理にて、シート枚数設定部４１（図５参照）
に「２」を示す入力が行われる。これにより、図１８に示すように、折り方表示部４３に
２枚の印刷シートを示す画像４６１が表示される。なお、図１８の例では、配列数設定部
４２に「４列２行」を示す入力が行われており、画像４６１では、各印刷シートを４列２
行に等分割する分割線が表されている。
【００４９】
　続いて、折り方設定部４５において、複数の印刷シートの重ね方を示す入力が行われる
（ステップＳ１３，Ｓ１８）。ここでは、２枚の印刷シートを正確に重ねる（すなわち、
２枚の印刷シートの対応する２つの分割線同士が重なるように、印刷シートを重ねる）こ
とを示す入力が行われ、図１９に示すように、折り方表示部４３に２枚の印刷シートが正
確に重ねられた状態を示す画像４６２が表示される。その後、上記の処理例と同様にして
、折り位置および折り方向、または、回転の入力が繰り返され（ステップＳ１５，Ｓ１６
）、図２０の折り方表示部４３に画像４６１～４６６にて示すように、複数の印刷シート
の重ね方、および、重ねた印刷シートの折り方を示す折りテンプレート情報３１が生成さ
れて記憶部２４にて記憶される（ステップＳ１７）。
【００５０】
　なお、複数の印刷シートは必ずしも正確に重ねられる必要はなく、必要に応じてずれた
状態にて重ねられてもよい。また、３枚以上の印刷シートが折り処理の対象とされてもよ
い。
【００５１】
　次に、印刷後かつ折り処理前に印刷シートの切断を行う場合における折りテンプレート
情報３１の生成処理について述べる。例えば、図４のステップＳ１２にて、シート枚数設
定部４１に「１」を示す入力が行われ、配列数設定部４２に「６列２行」を示す入力が行
われた場合に、印刷後かつ折り処理前に印刷シートの切断を行うときには（ステップＳ１
３，Ｓ１４）、操作者により印刷シートの切断位置の入力が行われる（ステップＳ１９）
。
【００５２】
　具体的には、図２１の折り方設定部４５における印刷シートを示す画像４７１では、印
刷シートを６列に等分割する５本の縦分割線４７１ａ、および、印刷シートを２行に等分
割する１本の横分割線４７１ｂが表されており、操作者が、右から２番目の縦分割線４７
１ａを切断位置とする入力を行うことにより、図２２中の折り方表示部４３に示すように
、印刷シートが当該縦分割線４７１ａにて２枚のシートに分割された状態を示す画像４８
２が表示される。
【００５３】
　続いて、折り方設定部４５において、切断後の２枚のシートの重ね方を示す入力が行わ
れる（ステップＳ２０）。ここでは、２枚のシートのうち小さい方のシート（画像４８２
における右側のシート）を他方のシートの右半分に正確に重ねる（すなわち、２枚のシー
トの右側のエッジが重なるように、シートを重ねる）ことを示す入力が行われ、図２３に
示すように、折り方表示部４３に２枚のシートが重ねられた状態を示す画像４８３が表示
される。その後、上記の処理例と同様にして、折り位置および折り方向、または、回転の
入力が繰り返され（ステップＳ１５，Ｓ１６）、図２４の折り方表示部４３に画像４８１
～４８７にて示すように、印刷シートの切断位置、切断後の複数のシートの重ね方、およ
び、重ねたシートの折り方を示す折りテンプレート情報３１が生成されて記憶部２４にて
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記憶される（ステップＳ１７）。なお、上記処理において２回以上の切断が行われてもよ
い。
【００５４】
　以上のように、面付け情報生成装置２では、印刷後かつ折り処理前における印刷シート
の切断位置、および、切断後の複数のシートの重ね位置、または、印刷後に重ねられて折
り処理される印刷シートの枚数を含む折りテンプレート情報３１を生成することが可能と
され、当該折りテンプレート情報３１、および、別途入力される選択情報に基づいて面付
け情報３２が生成される。これにより、複数のシートを重ねて折り処理が行われる場合で
あっても、面付け情報生成装置２では面付け情報３２の生成を容易に行うことができる。
なお、ステップＳ１８の処理、または、ステップＳ１９，Ｓ２０の処理を伴う場合には、
折り情報に切断位置や重ね位置が含まれることとなり、折り機１３における実際の折り処
理の対象物は重ねられたシートとなる。
【００５５】
　以上、本発明の実施の形態について説明してきたが、本発明は上記実施の形態に限定さ
れるものではなく、様々な変形が可能である。
【００５６】
　上記実施の形態では、選択情報が平綴じ、または、中綴じの選択を含むことにより、平
綴じ、または、中綴じの相違も考慮した面付け情報の生成を容易に行うことが可能となる
が、綴じ処理における綴じの方法が平綴じ、または、中綴じのいずれかに予め決められて
いる場合には、綴じの方法の選択は選択情報から除かれてもよい。また、綴じの方法が平
綴じに決められているときには複数の印刷シートにて同様の割り当て順序が繰り返される
ため、選択情報からページ数を除外し、印刷機１２にて印刷を行う際に、実際の製本物の
ページ数に合わせて複数の印刷シートに対する各ページの画像データの割り当てが行われ
てもよい。以上のように、選択情報は、製本物のページのサイズ、並びに、折丁における
天袋または地袋の選択、および、綴じ方向の選択を少なくとも含むものであればよい。
【００５７】
　印刷シートに対する印刷は片面のみであってもよく、選択情報に両面印刷または片面印
刷の選択が追加されてもよい。
【００５８】
　外部にて折りテンプレート情報３１を作成した後、当該折りテンプレート情報３１が面
付け情報生成装置２に入力され、記憶部２４にて記憶されて準備されてもよい。
【００５９】
　図１２の処理では、折りテンプレート情報３１の選択後に、選択情報が入力されるが、
選択情報が入力された後に、折りテンプレート情報３１が選択されてもよい。このように
、図４、図１２および図１５における処理の順序は可能な範囲で適宜変更されてよい。
【００６０】
　上記実施の形態および各変形例における構成は、相互に矛盾しない限り適宜組み合わせ
られてよい。
【符号の説明】
【００６１】
　２　　面付け情報生成装置
　１０　　コンピュータ
　２１　　テンプレート生成部
　２２　　面付け情報生成部
　２３　　折り情報生成部
　２４　　記憶部
　２５　　入力受付部
　３１　　折りテンプレート情報
　３２　　面付け情報
　９２　　プログラム
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　１０１　　ＣＰＵ
　１０３　　ＲＡＭ
　１０６　　ディスプレイ
　Ｓ１２～Ｓ２０，Ｓ３３，Ｓ３４，Ｓ４２　　ステップ
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